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▶町民大運動会
▶【特集】たばこの煙から子どもたちを守る
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▶食のみかわおしながき
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放水はじめ!!
～春季消防演習より～
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OSHIKIRI
押　切

　
６
月
２
日
㈰
に
、
町
民
大
運
動
会
が
各
地
区
の
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
性
別
、
年
代
を
問
わ
ず
、
地
域
の
仲
間
が
一
丸
と
な
っ
て

競
技
に
参
加
し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

総
合
成
績
結
果

【
押　
切
】

　
優　
勝　
袖
東
町　

　
準
優
勝　
落　
　
合

　
第
３
位　
上　
　
町

【
東　
郷
】

　
優　
勝　
成
田
新
田

　
準
優
勝　
猪　
　
子

　
第
３
位　
天
神
堂
・
尾
花

【
横　
山
】

　
優　
勝　
横
山
下

　
準
優
勝　
横　
　
川

　
第
３
位　
横
山
中

町民大
運
動
会
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YOKOYAMA
横　山

TOUGOU
東　郷
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改
正
法
の
概
要

▼
改
正
法
の
基
本
的
な
考
え
方

①
受
動
喫
煙
を
な
く
す

②
子
ど
も
、
患
者
等
に
配
慮

③
施
設
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

　

こ
の
３
つ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
受
動

喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
喫
煙
者
の
ほ
か
、

多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
施
設
等
の
管
理

者
に
対
し
て
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

▼
改
正
法
で
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

　

さ
ら
に
、
山
形
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例

で
は
、
公
共
施
設
等
の
管
理
者
に
対
し
て
、

な
る
べ
く
喫
煙
エ
リ
ア
を
設
け
な
い
よ
う

に
努
め
る
こ
と
、
店
内
禁
煙
の
飲
食
店
に

対
し
て
、
禁
煙
の
標
識
を
入
り
口
に
掲
示

し
、
受
動
喫
煙
の
防
止
に
自
主
的
に
取
り

組
む
よ
う
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

▼
改
正
法
の
施
行

　

改
正
法
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
の
全

面
施
行
に
向
け
、
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て

4

【妊婦の夫の喫煙率】

吸わない
61.1%

吸う
38.9%

た
ば
こ
の
煙
か
ら

　

 
子
ど
も
た
ち
を
守
る

喫
煙「
マ
ナ
ー
」か
ら「
ル
ー
ル
」に
変
わ
り
ま
す

い
ま
す
。

◆
平
成
叅㆒
年
１
月
㆓㆕
日
か
ら
施
行

　

喫
煙
を
す
る
際
は
、
受
動
喫
煙
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
周
囲
の
状
況

に
配
慮
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

◆
令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
施
行

　

学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉
施
設
等
・
行

政
機
関
に
お
い
て
原
則
敷
地
内
禁
煙

◆
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

　

右
記
以
外
で
多
く
の
方
が
利
用
す
る
施

設
等
に
お
い
て
原
則
屋
内
禁
煙

※
喫
煙
エ
リ
ア
内
で
の
み
喫
煙
可

三
川
町
の
喫
煙
に
関
す
る
現
状

　

町
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
妊
婦
や

胎
児
、
子
ど
も
た
ち
は
受
動
喫
煙
を
受
け

や
す
い
環
境
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

▼
妊
婦
の
夫
、
同
居
家
族
の

　
喫
煙
率
が
高
い

・
妊
婦
の
夫
の
喫
煙
率

　

3８
・
９
％

・
妊
婦
の
夫
以
外
の

　

同
居
家
族
の
喫
煙
率　

　

51
・
６
％

※
昨
年
度
母
子
手
帳
交
付
時
把
握

▼
乳
幼
児
の
家
族
の
喫
煙
率
が
高
い

・
父
親
の
喫
煙
率　

34
・
８
％

・
乳
幼
児
の
両
親
以
外
の
同
居
家
族
の
喫

　

煙
率　

2８
・
５
％

※
昨
年
度
乳
幼
児
健
診
時
把
握

　

平
成
30
年
７
月
、
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
以
下
、
改
正
法
）が

成
立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
山
形
県
で
は
、「
山
形
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」を
制
定
し
、

よ
り
効
果
的
に
受
動
喫
煙
防
止
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
施
設
に
お
い
て

屋
内
が
原
則
禁
煙

施
設
内
に
設
置
さ
れ
た
喫
煙

エ
リ
ア
で
の
み
喫
煙
可
能

㆓0
歳
未
満
の
方
は
喫
煙

エ
リ
ア
へ
の
立
ち
入
り
禁
止

喫
煙
室
に
は

標
識
掲
示
が
義
務
付
け
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菊地　侑李さん
（横山中町内会）

▼ 

妊
娠
中
の
喫
煙
、
受
動
喫
煙
の
最
大
の

害
は
「
胎
児
の
脳
を
傷
つ
け
る
こ
と
」

　

知
能
の
低
下
や
多
動
な
ど
の
発
達
障
害

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
町
の
受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
た

　
取
り
組
み

　

町
で
は
、
平
成
27
年
５
月
か
ら
、
公
民

館
の
施
設
内
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【 

町
内
会
公
民
館
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策

実
施
状
況
（
平
成
31
年
２
月
現
在
）】

最
近
の
た
ば
こ
事
情

▼ 「
加
熱
式
た
ば
こ
」に

ご
注
意
を
！

　

加
熱
式
た
ば
こ
は
医

学
的
に
み
て
次
の
よ
う

な
特
徴
や
害
が
あ
り
ま

す
。

① 

た
ば
こ
の
葉
を
使
用
し
た
た
ば
こ
製
品

で
あ
る
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
毒
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

③ 

紙
巻
き
た
ば
こ
と
同
程
度
の
ニ
コ
チ
ン

が
含
ま
れ
て
い
る
。

④ 

毒
物
を
含
ん
だ
煙
や
蒸
気
が
目
に
見
え

な
く
て
も
、
臭
い
が
少
な
く
て
も
、
受

動
喫
煙
が
起
き
る
。

敷
地
内
全
面
禁
煙

３
町
内
会

施
設
内
全
面
禁
煙

21
町
内
会

施
設
内
一
部
禁
煙

１
町
内
会

施
設
内
電
子
た
ば
こ
・

加
熱
式
た
ば
こ
の
み
可

１
町
内
会

特
に
対
策
な
し

１
町
内
会

髙田　柚子乃さん
（横山上町内会）

平成 30 年度の 6年生からお寄せいただいた
健康づくりイラストのうち、

受動喫煙に関する作品を一部抜粋してご紹介します。

な
っ
て
い
ま
す
。

【子どもへの影響】
○喘息、気管支喘息
○知能の低下
○中耳炎、鼻炎
○アトピー性皮膚炎
○むし歯、歯周病
○低身長
○風邪をひきやすい

【妊娠・出生児への影響】
○低体重児の出生
○流産、早産、死産
○乳幼児の突然死
○脳を傷つける
○落ち着きのない子
○知能の低下

子どもたちの願い
「健康イラスト紹介」

　

加
熱
式
た
ば
こ
に
変
え
た
か
ら
安
心
と

思
っ
て
い
る
方
、
そ
の
考
え
、
実
は
間
違

い
で
す
。

▼ 

喫
煙
後
も
要
注
意
！
　
三
次
喫
煙
被
害

「
サ
ー
ド
ハ
ン
ド
ス
モ
ー
ク
」

　

サ
ー
ド
ハ
ン
ド
ス
モ
ー
ク
と
は
、
た
ば

こ
の
残
留
成
分
に
よ
る
健
康
被
害
の
こ
と

で
す
。

　

喫
煙
後
30
分
〜
45
分
程
度
は
、
喫
煙
者

の
吐
き
出
す
息
か
ら
も
有
害
物
質
が
出
続

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
物
質
は
衣
服
、
部
屋
の
壁

【特集】たばこの煙から子どもたちを守る

紙
、
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
に
も

付
着
し
ま
す
。
こ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
で
、

受
動
喫
煙
と
同
じ
害
を
受
け
ま
す
。

　
健
康
増
進
法
の
改
正
と
と
も
に
、
た
ば

こ
に
つ
い
て
理
解
し
、「
子
ど
も
た
ち
を

た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
る
」
を
合
言
葉
に
、

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
取
り
組
み
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
課�

健
康
係

☎
35
―
７
０
３
３
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●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

身
体
障
害
や
病
気
な
ど
の
理
由
で
、
緊

急
事
態
に
適
応
し
た
行
動
が
で
き
な
い
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

な
ど
が
、
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
機
器
を

無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

●
寝
具
洗
濯
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
な
ど
で
寝
具
の
衛
生
管
理
が

困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

世
帯
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
寝
具
の
洗

濯
・
乾
燥
・
消
毒
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　
　

無
料
入
浴
利
用
券
の
交
付

　

健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
を
対
象
に
、
な
の
花
温
泉
田
田

の
無
料
入
浴
券
を
年
間
4８
回
分
交
付
し
ま

す
。

●
高
齢
者
通
院
等
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
な
ど
で
一
般
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
車
い
す

ご利用ください

　住み慣れた地域で、高齢者が自立した生活を送ることができるように、
また、高齢者を支える家族などを支援するために、町や町社会福祉協議会
ではさまざまな事業を行っています。
　なお、ご利用にあたっては、事前に各窓口にご相談ください。

高齢者サービス

役
場
健
康
福
祉
課

福
祉
係☎

35
―
７
０
３
０

役
場
健
康
福
祉
課

介
護
支
援
係

☎
35
―
７
０
３
1

ご相談・お気軽に

や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専
用
の
移
送
車
両
を

使
っ
て
通
院
し
た
場
合
、
そ
の
利
用
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
人
手
当
の
支
給

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を
６
カ
月
以

上
介
護
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
月
額
５

千
円
の
激
励
金
（
手
当
）
を
支
給
し
ま
す
。

●
家
族
介
護
用
品
の
支
給

　

要
介
護
度
４
〜
５
の
方
を
介
護
す
る
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に
、
介
護

用
品
を
支
給
し
ま
す
。

●
紙
お
む
つ
の
支
給

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
常

時
お
む
つ
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
３

カ
月
以
上
経
過
し
た
方
を
対
象
に
、
紙
お

む
つ
（
上
限
、
月
６
千
円
相
当
分
）
を
支

給
し
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
等

　
　

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
の
購
入
補
助

　

在
宅
の
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど

一
人
に
つ
き
、
１
万
円
を
上
限
に
位
置
情

報
シ
ス
テ
ム
機
器
の
初
回
整
備
費
（
購
入

費
、
手
数
料
等
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
や
外
出
が
困
難
な
高
齢
者
の

方
な
ど
が
、
自
宅
で
気
軽
に
理
髪
ま
た
は

美
容
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

理
髪
店
や
美
容
院
の
方
に
対
し
て
利
用
者

宅
ま
で
の
出
張
費
を
助
成
し
ま
す
。

●
各
種
健
診
と
健
康
相
談

　

健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
、
人
間

ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
健
診
後
の

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
管
理
を
目
的
に
、

健
康
相
談
や
保
健
指
導
、
栄
養
相
談
指
導

を
行
い
ま
す
。

●
高
齢
者
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
疾
病
予
防
と
重
症
化
防
止
の

た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、
及

び
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
ん
で
ん
号

　

満
65
歳
以
上
の
方
等
が
、
自
宅
か
ら
町

内
の
目
的
地
ま
で
利
用
で
き
る
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
で
す
。
１
回
３
０
０
円
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
を
除
き
、
毎

日
運
行
し
て
い
ま
す
。

【
運
行
時
間
】

　

午
前
９
時
、
午
前
10
時
、
午
前
11
時
、

正
午
、
午
後
２
時
、
午
後
４
時
、
午
後
５

時
役
場
健
康
福
祉
課

健
康
係☎

35
―
７
０
３
２

役
場
企
画
調
整
課

企
画
調
整
係

☎
35
―
７
０
１
３

35
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●
認
知
症
等
高
齢
者「
無
事
お
帰
り
」事
業

　

認
知
症
等
に
よ
り
徘
徊
す
る
恐
れ
の
あ

る
高
齢
者
の
情
報
を
町
に
登
録
し
、
そ
の

情
報
を
警
察
に
提
供
し
て
お
く
こ
と
に
よ

り
行
方
不
明
時
の
早
期
発
見
に
役
立
て
ま

す
。

●
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
方
、
認
知
症
が
心
配
な
方
や

そ
の
家
族
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
交
流
し
た
り
、
気
軽
に
相
談
し

た
り
で
き
る
場
で
す
。

●
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

　

体
力
や
視
力
の
低
下
な
ど
の
理
由
に
よ

り
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方

に
、
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
支

援
と
田
田
入
浴
回
数
券
な
ど
の
贈
呈
を
行

い
ま
す
。（
本
事
業
に
年
齢
要
件
は
あ
り

ま
せ
ん
）

●
元
気
教
室

　

数
え
年
で
８0
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

日
常
生
活
に
お
け
る
自
立
を
促
進
し
、
要

●
介
護
予
防
研
修
会

　

介
護
予
防
を
目
的
に
、
心
身
の
機
能
低

下
を
防
ぐ
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
指
導
や

研
修
会
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
普
及
や
実

践
支
援
を
通
し
て
、
地
域
で
の
介
護
予
防

活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
総
合
相
談
支
援
事
業

　

高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の
実
態
、

必
要
な
支
援
等
の
相
談
を
受
け
な
が
ら
、

幅
広
く
把
握
し
、
地
域
に
お
け
る
適
切
な

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
、
関
係

機
関
に
つ
な
げ
、
制
度
の
利
用
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
支
援
事
業

　

在
宅
で
認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
世
帯
を
対
象
に
、
見
守
り
支
援
員
を
派

遣
し
、
見
守
り
を
し
た
り
、
話
し
相
手
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
の
知
識
を
持
つ
専
門
家
が
認
知

症
や
そ
の
症
状
が
強
く
疑
わ
れ
る
方
の
自

宅
を
訪
問
し
、
専
門
医
療
機
関
の
受
診
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
説
明
や
利
用
支

援
な
ど
、
状
態
に
応
じ
た
助
言
等
を
行
い

ま
す
。

☎
35
―
７
０
３
１

（
役
場
健
康
福
祉
課
内
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め

の
認
知
症
予
防
事
業
と
し
て
、
脳
ト
レ
や

筋
ト
レ
を
実
施
し
ま
す
。

●
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
や
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
る
た
め
、
運
動
強
度
ご
と
に

３
コ
ー
ス
に
分
け
、
無
理
な
く
楽
し
く
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

で
き
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
楽
ら
く
貯
筋
塾

　

介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
た
方
を
対
象

に
、
身
体
機
能
の
維
持
と
運
動
習
慣
の
継

続
を
図
る
た
め
、
楽
し
く
運
動
で
き
る
機

会
を
設
け
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
弁
当
配
達

　

食
生
活
に
お
け
る
健
康
の
維
持
増
進
や

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

を
対
象
に
手
作
り
の
弁
当
を
配
達
し
ま
す
。

●
ミ
ニ
サ
ロ
ン
事
業

　

ミ
ニ
サ
ロ
ン
と
は
、
町
内
会
な
ど
小
さ

な
単
位
で
気
軽
に
集
ま
っ
て
参
加
者
同
士

が
つ
な
が
り
を
も
ち
、
楽
し
く
過
ご
す
場

で
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
団
体
等

に
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
広
場

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
趣
味
活
動
を
通

し
た
交
流
の
場
を
設
定
し
、
高
齢
者
な
ど

の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
仲
間
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
交
流
会

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
一
堂
に
会
し
、

食
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

健
康
の
保
持
と
交
流
を
行
い
ま
す
。

●
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）、
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
お
出
か
け
会

　

出
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
通
院
の
た
め

の
交
通
手
段
を
提
供
し
ま
す
。

●
車
イ
ス
の
貸
し
出
し

　

介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
ら
な
い
方

で
、
日
常
生
活
に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら

れ
る
方
を
対
象
に
、
車
イ
ス
を
貸
し
出
し

ま
す
。

●
緊
急
連
絡
カ
ー
ド

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
の
緊
急
連
絡
先
を
記
載
し
た
携
帯

用
カ
ー
ド
を
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
　
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
援
助

や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
の
支
払
い

な
ど
の
日
常
的
な
金

銭
管
理
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

役
場
総
務
課

危
機
管
理
係

☎
35
―
７
０
1
０

☎
66
―
４
４
１
０

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

社
会
福
祉
協
議
会
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高額療養費支給制度
　国民健康保険（以下「国保」という）の加入者、または後期高齢者医療の加入者で医療機関に支払っ
た1カ月の窓口負担が自己負担限度額を超えた場合、役場町民課国保係に申請することで、超えた
分が高額療養費として払い戻されます。
　ただし、年齢や加入している制度によって、高額療養費の対象額、自己負担限度額、申請方法な
どが異なりますので、詳細についてはお問合せください。
　また、高額医療費の支給に該当する方には、国保の場合は、受診した月の約2カ月後に役場町民
課国保係から世帯主宛てに、後期高齢者医療の場合は、受診した月の約3カ月後に山形県後期高齢
者医療広域連合から対象者宛てに、申請を勧奨する通知を送付しますので、忘れずに申請してくだ
さい。

70歳未満の国保加入者の自己負担限度額

※1　�世帯主とすべての国保加入者の総所得金額等からそれぞれ基礎控除額（33万円）を差し引いた
額の合計額

※2　世帯主とすべての国保加入者の住民税が非課税の世帯
※3　�【　】内は、過去12カ月間に同一世帯で高額療養費の該当が4回以上あった場合、4回目以降

に適用される限度額

70歳未満の国保高額療養費の計算について
①　月の1日から末日までの分を計算（入院期間中の計算ではありません）
②　自己負担額が1件㆓1，₀₀₀円以上のものが対象
③　�入院時の食事代、差額ベッド代、病衣代やおむつ代などの雑費、保険適用外の医療行為等によ

る負担は対象外
④　同じ医療機関を受診した場合でも、入院と外来は別々に計算
⑤　同じ医療機関を受診した場合でも、医科と歯科は別々に計算

国民健康保険・
後期高齢者医療の
お知らせ

負担区分 所　得　要　件 月　額　限　度　額

㋐ 世帯所得※1が901万円を超える方 252,600円＋（総医療費－８42,000円）×1％
【140,100円】※3

㋑ 世帯所得※1が600万円を超え
901万円以下の方

167,400円＋（総医療費－55８,000円）×1％
【93,000円】※3

㋒ 世帯所得※1が210万円を超え
600万円以下の方

８0,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
【44,400円】※3

㋓ 世帯所得※1が210万円以下の方 57,600円
【44,400円】※3

㋔ 住民税非課税世帯※2の方 35,400円
【24,600円】※3
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70歳以上の国保加入者または後期高齢者医療加入者の自己負担限度額

70歳以上の国保加入者の場合
※1　�保険証兼高齢受給者証の一部負担割合が３割の方とその世帯内にいる国保に加入している70

歳以上の方
※2　世帯主とすべての国保加入者の住民税が非課税であり、低所得Ⅰ以外の方
※3　�世帯主とすべての国保加入者の住民税が非課税であり、国保加入者全員の所得が0円（公的年

金収入は８0万円未満を0円として計算）となる世帯に属する方
後期高齢者医療加入者の場合
※1　�後期高齢者医療被保険者証の一部負担割合が3割の方とその世帯内にいる後期高齢者医療の

方
※2　世帯主とすべての世帯員の住民税が非課税であり、低所得Ⅰ以外の方
※3　�世帯主とすべての世帯員の住民税が非課税であり、全員の所得が0円（公的年金収入は８0万

円未満を0円として計算）となる世帯に属する方
共通事項　�【　】内は、過去12カ月間に高額療養費の該当が4回以上あった場合、4回目以降に適用

される限度額

70歳以上の国保加入者または後期高齢者医療加入者の高額療養費の計算について
①　月の1日から末日までの分を計算（入院期間中の計算ではありません）
②　�入院時の食事代、差額ベッド代、病衣代やおむつ代などの雑費、保険適用外の医療行為等によ

る負担は対象外

○申請・問合せ先　役場町民課�国保係　☎35－702８

負担区分 外来（個人単位）の限度額 外来＋入院の限度額（世帯単位）

自己負担割合が3割で住民税課税所得が
690万円以上の方※1

252,600円＋（総医療費－８42,000円）×1％
【140,100円】

自己負担割合が3割で住民税課税所得が
3８0万円以上690万円未満の方※1

167,400円＋（総医療費－55８,000円）×1％
【93,000円】

自己負担割合が3割で住民税課税所得145
万円以上3８0万円未満の方※1

８0,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
【44,400円】

一般の方 1８,000円
（年間限度額144,000円）

57,600円
【44,400円】

低所得Ⅱの方※2 ８,000円 24,600円

低所得Ⅰの方※3 ８,000円 15,000円

　役場町民課国保係に事前に申請をして
「限度額適用認定証」の交付を受けることで、
医療機関窓口での負担が軽減されます。
　また、住民税非課税世帯の場合は、入院
時の食事代が減額される「限度額適用・標
準負担額減額認定証」が交付されます。

【対象者】
・70歳未満の国保加入者
・70歳以上の国保加入者で負担区分「一般」以外
・後期高齢者医療加入者で負担区分「一般」以外

限度額適用認定証等について
入院、高額な外来診療、調剤の処方を受ける方は、「限度額適用認定証」等の申請を忘れずに



東郷小学校
より

1₀

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
東
郷
小
学
校
は
、

昨
年
度
よ
り
も
15
人
増
え
、
１
２
９
人
で
の
船
出
で
す
。

１
年
生
は
26
人
と
、
町
内
の
小
学
校
の
中
で
は
一
番
多
い

新
入
生
数
で
す
。

　

学
校
目
標「
優
し
く
、
賢
く
、
逞
し
い
東
郷
っ
子
」を
目

指
し
、
児
童
・
教
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
日
々
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
指
す
学
校
像
は「
主
体
的
な『
学
び
』の

あ
る
学
校
」で
す
。
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
取
り
組
み
、

意
欲
的
に
解
決
し
て
い
く
児
童
・
教
職
員
に
な
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

☆
主
体
的
な「
学
び
」と
は　

〜
１
年
生
を
迎
え
る
会
を
通
し
て
〜

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
全
校
で「
１
年
生
を
迎
え

る
会
」を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
６
年
生
が
最
初
に
企

画
す
る
大
き
な
行
事
で
す
。
１
年
生
を
温
か
く
迎
え
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
全
校
を
動
か
す
た
め

に
は
ど
ん
な
工
夫
が
要
る
の
か
を
６
年
生
が
中
心
に
な
っ

て
企
画
し
ま
し
た
。

　

教
職
員
が
す
べ
て
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
て
、
そ
れ
に
沿
っ

て
行
え
ば
、
大
き
な
失
敗
も
な
く
、
そ
つ
な
く
終
わ
り
ま

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町長コラム
「誠・心・誠・意」

袖
東
町
五
月
会
設
立
20
周
年
記
念
祝
賀
会

　

５
月
26
日
㈰
、
な
の
花
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
袖
東
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
五
月

会
」
設
立
20
周
年
記
念
祝
賀
会
に
招
か
れ
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

初
代
会
長
の
庄
司
一
郎
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
歴
代
の
会
長
や
役
員
の
方
々
の
ご
労

苦
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
、
五
月
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

町
か
ら
多
く
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
特
に
袖
東
公
園
の

管
理
や
町
道
沿
い
の
花
の
植
栽
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
よ
り
良
い
町
内
会
に
し
て
い
こ
う
」

と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
礎
を
築
く
大
き
な
力
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
減
少
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
が
今
後
も
長
く
続
く
よ
う
、
会
員
の

皆
さ
ま
が
健
康
長
寿
で
い
ら
れ
る
よ
う
、

三
つ
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
一
つ
目
に
「
歩
く
」
こ
と
、

二
つ
目
に
「
し
ゃ
べ
る
」
こ
と
、
三
つ
に

「
食
べ
る
」
こ
と
で
す
。

　

三
つ
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
る
と

「
あ
・
し
・
た
」
と
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ

「
明
日
」
か
ら
こ
の
三
つ
を
意
識
し
て
生

活
を
送
っ
て
も
ら
い
、
毎
日
続
け
る
こ
と

で
健
康
の
増
進
を
図
り
、
そ
れ
を
長
寿
の

源
と
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

優や
さ

し
く
、
賢か

し
こ

く
、
逞た

く
ま

し
い
東
郷
っ
子

主
体
的
な「
学
び
」の
あ
る
学
校
へ

㆕月の入学式より
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主
体
的
な「
学
び
」に
す
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
自
身

が
企
画
を
考
え
、
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
動
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

【
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
】

　

拍
手
で
入
場
、
王
様
じ
ゃ
ん
け
ん
、
王
様
か
ら
勝
っ

た
ら
メ
ダ
ル
を
あ
げ
る　

な
ど　

☆
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
実
現　

〜
そ
し
て
笑
顔
へ
〜

　

６
年
生
の
企
画
が
ま
と
ま
り
、
い
よ
い
よ
本
番
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
生
の
入

場
で
体
育
館
が
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
王
様
じ
ゃ
ん
け
ん
」は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
１
年
生
は
大
喜
び
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り（
一
部
抜
粋
）

・
じ
ゃ
ん
け
ん
で
み
ん
な
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
１
年
生
に
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

・
１
年
生
だ
け
で
な
く
、
他
の
学
年
も
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
自
身
が
考
え
、
作
り
上
げ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
成
功
体
験
は
、「
主
体

性
」に
つ
な
が
り
、
次
の
活
動
へ
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
東
郷
小
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

「
主
体
性
」を
大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 笑顔で全校生との出会い

 

俳
　
壇

そ
よ
風
や
植
え
田
の
緑
村
包
む�

丸
岡
利
喜
雄

再
会
も
別
れ
て
遠
し
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ�

斎
藤　
　

優

朧お
ぼ
ろ夜
の
音
一
つ
な
く
眠
る
村�

工
藤
ひ
ろ
し

そ
よ
風
が
亡
母
と
の
思
い
つ
れ
て
来
る�

飯
野　

藤
子

風
鈴
が
涼
し
さ
を
呼
ぶ
頃
と
な
り�

荘
司　

博
子

高
温
に
手
当
て
尽
く
せ
り
胡
瓜
咲
く�

佐
藤　

誠
爾

庭
守
の
ひ
と
り
手
酌
の
花
見
酒�

菅
原
た
け
お

幼
子
の
尻
ぷ
っ
く
り
と
夏
に
入
る�

春
山　

夏
海

 

歌
　
壇

五
月
晴
れ
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
考
え
て
若
葉
の
力
自
ら
の
も
の
と
す�

土
田　
　

秀

令
和
と
ふ
新
た
な
御
世
を
お
迎
へ
し
思
ひ
を
継
ぎ
し
永と

わ久
の
平
和
を�

齋
藤
与
次
雄

今
日
よ
り
は
白
き
帽
子
を
被
る
子
が
若
葉
の
下
に
吾
を
ふ
り
む
く�

佐
藤　
　

頴

わ
が
里
は
山
に
囲
ま
れ
朝
霧
の
立
ち
昇
り
来
て
若
葉
広
が
る�

佐
藤　

博
政

白
神
の
ぶ
な
林
渡
る
若
葉
風
わ
が
身
の
垢
を
吹
き
去
る
ご
と
く�

齋
藤　

久
繁

平
成
の
終
わ
り
に
仰
ぐ
満
月
を
一
期
一
会
と
カ
メ
ラ
に
納
め
る�

前
田
キ
ヌ
エ

柿
若
葉
春
の
陽
受
け
て
輝
け
る
明
る
く
思
ふ
畑
の
雰
囲
気�

五
十
嵐
松
男

ゲーム「王様じゃんけん」

メダルをもらってにっこり

⓺年生の運営委員

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー



　5月24日㈮、横山小学校の3年生を対象に、人
権の花運動による植栽が行われました。
　人権の花運動は、子どもたちが協力して花を植
え管理をすることを通じて、思いやりの気持ちを
育み、命の大切さを学んでもらうことを目的に実
施しています。
　毎年、各小学校と中学校では、人権擁護委員に
よる人権についての講話と植栽を行っています。

　春の叙勲で、田村璋さん（土口）が瑞宝単光章
を受章されました。
　田村さんは昭和30年に旧三川村消防団に入団
し、昭和50年から10年間、三川町消防団副団長
を務めました。今回の受章は、長年にわたり、地
域消防に従事するなかで災害対策等に尽力し、町
民生活の安全の確保に努めた功績が認められたも
のです。

5/21
(火)

長年の功績が認められ

瑞宝単光章受章

　5月17日㈮、なの花ホールで令和元年度三川町
スポーツ総合開会式が開催され、町の体育振興に
貢献された方々の表彰などが行われました。
　今年は、特別ゲストとして前東京都副知事で東
京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会副事務総長の山本隆さんが
出席し、「三川町のスポーツのます
ますの発展と選手の活躍・健闘を
祈念します」とあいさつしました。

　5月15日㈬、三川中学校の校内駅伝大会が行わ
れました。この大会はクラス対抗で行われ、体力
はもちろん、クラス全員の団結力と連帯感も必要
です。
　会場となったアスレなの花周辺には、ランナー

を応援する生徒たちの声が響き渡りました。
 【大会の結果】
� 優勝　叅 年B組
� ㆓ 位　㆓ 年B組
� 叅 位　叅 年A組

5/24
(金)

スポーツシーズン到来

スポーツ総合開会式
5/17
(金)

長年の功績が認められ

瑞宝単光章受章

京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会副事務総長の山本隆さんが
出席し、「三川町のスポーツのます

を応援する生徒たちの声が響き渡りました。
 【大会の結果】
� 優勝　

5/15
(水)

写真館
ま
写真館写真館
ち
写真館写真館写真館
かど

人権の花を咲かせよう

横山小学校人権の花運動

年の差関係なしの真剣勝負

三川中学校駅伝大会

1₂



　5月17日㈮、東郷小学校の5年生が田んぼの先
生（佐藤達也さん・天神堂）と庄内赤川土地改
良区の方々と一緒に田植えを行いました。
　初めは泥の中に入るのを怖がる様子を見せて
いましたが、徐々に慣れ、泥だらけになりなが
ら作業していました。

まちかど写真館

　5月15日㈬、横山小学校の児童が地域の方々や
保護者と一緒に田植えを行いました。
　横山小学校では、毎年全校児童が田植え体験を
しており、6年生ともなると慣れた手つきで作業
を進める一方、初めて参加した1年生は、時間を
かけながら慎重に田植えを行っていました。

　5月23日㈭に三川中学校
グラウンドで小学校連合陸
上競技大会が行われ、三川
町内の小学4～6年生が参加
しました。

【おめでとう‼‼大会新記録】
・髙橋　伶碧（横山小）
　⓺年男子ジャベリックボール投げ　㆕₀．叅⓺m

5/23
(木)

5/15
(水)

全校児童が参加しました

横山小学校田植え体験

他校のライバルたちと

小学校連合陸上競技大会

5/17
(金)

5年生が参加しました

東郷小学校田植え体験

～昔ながらの方法で～

1₃ 2019.6.15
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（単位：マイクロシーベルト／時間）

測定地点 測定日
地表からの高さ
0.5m 1.0m

役場前いこいの広場 5/８ 0.04 0.05
※測定器：携帯式放射線測定器（型番TCS–172B　日立アロカ社製）

～町内における空間放射線量調査結果～
　5月の測定結果は次のとおりで、国の基
準（0.23マイクロシーベルト／時間）を大き
く下回っています。

【ごみ収集量実績】
5月収集量

R元年度（H30年度） 対前年度増加率
も � や � す � ご � み 135.2８t（136.04t） ▲0.56％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル � 4.55t� （4.43t） 2.71％
び ん ・ 缶 � 5.79t� （3.33t） 73.８7％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 � 3.51t� （2.74t） 2８.10％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 � 0.21t� （0.25t） ▲16.00％
合 　 　 　 計 149.34t（146.79t） 1.74％
○問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎35－7036

　役場では5月7日から10月12日まで夏のエコ・スタイル（クールビズ）を
実施しています。
　これは地球温暖化防止のため、暑さをしのぎやすい服装にすることで冷
房の使用を極力減らし、二酸化炭素などの温室効果ガスを排出しないよう
にする取り組みです。
　夏のエコ・スタイル実施期間中は、役場では冷房の使用を控えて節電対
策に取り組んでいますので、ご来庁の際は暑さをしのぎやすい服装でおい
でください。
　また、夏季は冷房の使用などで電気使用量が増加する時期です。皆さま
のご家庭でも省エネに取り組み、地球温暖化防止にご協力をお願いします。

【今月のテーマ】
夏のエコ・スタイル

（クールビズ）実施中
みかわ環境つうしん

Mikawa Environment Newsletter

　国では現在、赤川揚水機場の撤去工
事を行っています。この工事に伴い、
三川町大字横山字トツラ田及び角地田
内の既設道路を通行止めとし、道路と
水路の仮廻しを行います。仮廻しは、6
月中旬から令和2年4月頃まで行う予定
です。ご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

○問合せ先
　東北農政局赤川農業水利事業所

☎29－1655

至
酒
田
市

至
鶴
岡
市

三本木

⬅田田大橋

県
道
３
３
３
号

通行止め

仮廻道路

仮廻歩道

赤川揚水機場の撤去工事に伴う
道路・歩道の仮廻しのお知らせ
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⇐�伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い
と
う藤　
秀ひ
で
か
ず和

【
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
】

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
休
み
を
利
用

し
て
、
関
東
圏
か
ら
お
客
さ
ま
が
訪
ね
て

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
と
き
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

地
元
な
ら
で
は
の
食
材
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
す
る
こ
と
で
す
。

　

明
治
時
代
に
生
ま
れ
た
お
米
を
使
っ
た

日
本
酒
「
イ
号　

彌
太
右
衛
門
」
が
発
売

さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
紹

介
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

関
東
圏
に
住
ん
で
い
た
頃
は
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
三
川
町
で
暮
ら
す
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、「
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の

品
物
」
が
あ
る
こ
と
は
、
大
事
な
こ
と
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
産
品
が
あ
る
と
、
そ
の
地
域
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
一
番
の
材
料
に
な
り
ま

す
。

　

三
川
町
に
も
特
産
品
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
種
類
が
も
っ
と
増
え
て
も
い
い
の
で

は
、
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
「
イ
号　

彌
太
右
衛

門
」
が
完
成
し
た
こ
と
は
、
町
と
し
て
も

大
き
な
意
義
を
持
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
な
の
花
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
お
披

露
目
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
歓
喜

に
あ
ふ
れ
る
町
民
の
方
々
の
様
子
を
見
る

と
、
歴
史
的
な
瞬
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

地
域
の
人
々
が
協
力
し
合
い
、
こ
う

い
っ
た
特
産
品
を
生
み
出
す
こ
と
は
、

「
地
域
お
こ
し
」
の
活
動
の
一
つ
な
の
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

■
鶴
岡
市

庄
内
酒
ま
つ
り
２
０
１
９
〜
や
ま
が
た
芳
醇
〜

○ 

日　

時　

７
月
６
日
㈯　

午
前
11
時
〜

午
後
６
時

○ 

会　

場　

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
鶴
岡
倉
庫

（
鶴
岡
市
錦
町
）

○ 

内　

容　
庄
内
全
1８
酒
蔵
の
１
３
０
種
類
以

上
の
地
酒
が
試
飲
で
き
る
年
に
一
度
の
イ
ベ

ン
ト
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
あ
り
。

○
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
券
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

当
日
券　

２
，
５
０
０
円

○ 

前
売
り
券
取
扱
い
・
問
合
せ
先　
鶴
岡

市
役
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
内

「
庄
内
酒
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局

☎
25
―
２
１
１
１
（
内
線
５
２
８
）

■
酒
田
市

酒
田
市
美
術
館
特
別
企
画
展
「
心
ゆ
さ
ぶ
る

写
実
絵
画
」
ホ
キ
美
術
館
名
品
展

○
期　

間　

７
月
15
日
㈪
ま
で

○ 

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○ 

観
覧
料　
一
般
１
，
２
０
０
円
、
高
校
生
・

大
学
生
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

○ 

会
場
・
問
合
せ
先　

酒
田
市
美
術
館

（
酒
田
市
飯
森
山
）

☎
０
２
３
４
―
31
―
０
０
９
５

■
庄
内
町

夏
宵
ま
つ
り
フ
ァ
イ
ナ
ル
!!

出
場
団
体
＆
飛
龍
囃
子
演
奏
者
募
集
中
!!

　

た
だ
今
、
出
場
団
体
を
募
集
中
で
す
。

会
社
や
学
校
、
地
域
ぐ
る
み
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

初
め
て
の
方
で
も
安
心
の
「
基
本
踊
り

Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
飛
龍
囃
子
」
の
演
奏
者
も
募

集
中
で
す
。
６
月
か
ら
週
１
回
程
度
の
練

習
で
、
誰
で
も
簡
単
に
覚
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
夏
宵
ま
つ
り
は
、
今
年
で
フ
ァ
イ

ナ
ル
と
な
り
、
来
年
か
ら
は
新
た
な
ま
つ

り
へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ァ
イ

ナ
ル
で
大
賞
を
取
っ
て
歴
史
に
名
を
残
し

ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

８
月
12
日
㈪　

午
後
６
時
〜

　

午
後
９
時

○
会　

場　

余
目
駅
前
〜
茶
屋
町
通

○ 

問
合
せ
先　

夏
宵
ま
つ
り
戦
略
会
議
事

務
局　

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
９
２
２

関東圏のお客さまと記念撮影
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催
し
物

6お知らせ
Information

2019 June

・
７
月
27
日
㈯
〜
８
月
７
日
㈬

　

な
の
花
ホ
ー
ル

・
８
月
９
日
㈮
〜
８
月
22
日
㈭

　

な
の
花
温
泉
田
田

○
問
合
せ
先　

三
川
町
観
光
協
会

☎
66
―
４
６
５
６

三
川
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催

「
男
の
料
理
初
心
者
教
室
」参
加
者
募
集

○ 

日　

時　

７
月
３
日
㈬　

午
後
7
時
〜

午
後
8
時
30
分

○
会　

場　
三
川
町
公
民
館　

調
理
実
習
室

○
対　

象　
町
内
在
住
の
料
理
初
心
者
の
方

○
参
加
費　

３
０
０
円

○ 
メ
ニ
ュ
ー　

豚
肉
の
生
姜
焼
き
丼
、
み

そ
汁
、
レ
タ
ス
サ
ラ
ダ

○ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
手
拭

い
）、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

○
申
込
み
締
切
り　

６
月
24
日
㈪
ま
で

○ 

申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉

課�

健
康
係�

☎
35
―
７
０
３
３

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

河
川
美
化
・
河
川
愛
護
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
図
り
、
美
し
く
快
適
で
豊
か
な

郷
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
き
れ

い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動
」
が

今
年
も
県
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
中
に
、
町
内

会
周
辺
道
路
・
赤
川
河
川
敷
の
ご
み
・
空

第
37
回
菜
の
花
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
の
展
示

　

５
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
に
開
催
し
た
第

37
回
菜
の
花
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
表
彰
式

○
日　

時　

６
月
29
日
㈯　

午
前
11
時
〜

○
会　

場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川

◆
作
品
展
示

・
６
月
29
日
㈯
〜
７
月
11
日
㈭

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川

・
７
月
13
日
㈯
〜
７
月
25
日
㈭

　

三
川
町
公
民
館

き
缶
な
ど
の
収
集
作
業
、
及
び
藤
島
川
・

京
田
川
・
大
山
川
・
青
龍
寺
川
河
川
敷
の

草
刈
り
作
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日　

時　

７
月
７
日
㈰�

午
前
６
時
〜

※
日
時
が
異
な
る
町
内
会
も
あ
り
ま
す
。

○ 

問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境
課�

環
境

整
備
係　
　
　
　
　

☎
35
―
７
０
３
６

日
本
海
総
合
病
院

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房
手
術
後

補
整
下
着
の
合
同
相
談
会

　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
乳
房
手
術
後
補
整

下
着
の
合
同
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
院
に
通
院
以
外
の
方
で
も
、
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○ 

日　

時　

６
月
27
日
㈭　

午
後
１
時
〜

午
後
３
時

○ 

会　

場　

日
本
海
総
合
病
院
２
階
講
堂

（
酒
田
市
あ
き
ほ
町
）

○ 

対　

象　

が
ん
治
療
中
で
脱
毛
が
心
配

な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方

○ 

内　

容　

各
専
門
店
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
相
談

○
参
加
費　

無
料　

○ 

問
合
せ
先　

日
本
海
総
合
病
院　

が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
２
８
２

世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｕ
15

庄
内
国
際
招
待
２
０
１
９

　
中
学
生
世
代
唯
一
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界

大
会
が
今
年
は
鶴
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

世
界
の
強
豪
国
の
代
表
選
手
た
ち
が
頂

点
を
競
い
ま
す
。

○
日　

時　

６
月
29
日
㈯
、
６
月
30
日
㈰

　

午
前
９
時
〜

○ 

会　

場　

鶴
岡
市
小
真
木
原
総
合
体
育

館
（
鶴
岡
市
小
真
木
原
町
）

※�

当
日
は
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
が
、
空

席
が
少
な
い
場
合
は
招
待
券
を
お
持
ち

の
方
に
座
席
を
優
先
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○ 

問
合
せ
先　

世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｕ
15

庄
内
国
際
招
待
２
０
１
９
事
務
局

http://w
orld-badm

inton-u15.jp

２
０
１
９
年
度
文
化
庁
芸
術
文
化
振
興
費

日
本
の
楽
器
体
験
教
室

〜
お
箏
を
弾
い
て
み
ま
し
ょ
う
〜

◆
箏
特
別
講
座

○ 

日　

時　

６
月
29
日
㈯
、�

午
後
３
時
30

分
〜
午
後
４
時
15
分

○ 

会　

場　

響
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
（
庄
内

町
余
目
字
仲
谷
地
）

○ 

内　

容　

箏
、
尺
八
、
津
軽
三
味
線
の

講
話
と
演
奏

○ 

講　

師　

高
橋
理
香
（
箏
曲
演
奏
家
）、

中
村
仁
樹
（
作
曲
家
・
尺
八
演
奏
家
）、
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お
知
ら
せ

匹
田
大
智
（
津
軽
三
味
線
演
奏
家
）

◆
箏
講
座

○ 
日　

時　

７
月
７
日
㈰
、
７
月
21
日
㈰

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

○
会　

場　

田
田
の
宿
研
修
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

箏
の
演
奏
の
体
験

○ 

講　

師　

高
橋
理
香

※
箏
特
別
講
座
、
箏
講
座
い
ず
れ
も

○
受
講
料　

無
料

○ 

問
合
せ
先　

山
形
箏
曲
彩
音
会�
箏
講

座
係☎

０
９
０
―
５
３
５
３
―
３
３
８
１

海
浜
カ
ヌ
ー
塾　

参
加
者
募
集

○
期　

日　

７
月
６
日
㈯　

海
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

７
日
㈰　

川
コ
ー
ス

　
（
参
加
は
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
１
回
）

○ 

会　

場　

海
コ
ー
ス
（
遊
佐
町
吹
浦
漁

港
）、
川
コ
ー
ス
（
月
光
川
・
牛
渡
川
）

○ 

内　

容　
カ
ヌ
ー
の
操
作
法
を
ゲ
ー
ム
や

ツ
ー
リ
ン
グ
を
通
し
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

○ 

対　

象　
小
学
生
以
上（
親
子
参
加
も
可
）

　

※
小
学
校
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

○
定　

員　

各
コ
ー
ス
と
も
先
着
30
人

○
参
加
費　

一
人
１
９
0
円
（
保
険
料
）

○
申
込
み
期
間　

６
月
17
日
㈪
〜
2８
日
㈮

○ 

申
込
み
・
問
合
せ
先　

海
浜
自
然
の
家

（
遊
佐
町
菅
里
）

　
　
　
　

☎
０
２
３
４
―
77
―
２
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
４
―
77
―
３
７
２
５

～６月は「不正改造車を排除する運動」強化月間です～
　次のような改造は、不正改造です!不正改造についての理解を深めていただき、その排除にご協力
ください。
①不適切な灯火色の灯火器及び回転灯等の取付け　②運転者席・助手席の窓ガラスへの着色フィルム
の貼付け　③タイヤ及びホイールの車体（フェンダー）外へのはみ出し、④基準外ウイング（エア・ス
ポイラ）の取付け　⑤基準不適合マフラーの装着／消音器の取り外し　など
○不正改造車に関する情報提供・ご相談・お問合せ先
　国土交通省東北運輸局�山形運輸支局�検査・整備・保安部門� ☎023－6８6－4714
　庄内自動車検査登録事務所　☎66－4119

自動車の不正改造は犯罪です !

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会

○ 

日　

時　

７
月
10
日
㈬
、
８
月
７
日
㈬
、

９
月
11
日
㈬　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

○ 

会　

場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡（
鶴
岡
市
道
形
町
）

○ 

内　

容　

求
職
者
の
生
活
、
住
ま
い
、

就
職
活
動
の
悩
み
事
相
談

○
費　

用　

無
料
（
予
約
不
要
）

○ 

問
合
せ
先　
山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
―
８
０
０
―
７
８
６
７

風
し
ん
予
防
接
種
助
成
事
業

　
過
去
に
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種

を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
６
月
中
旬
以
降
、

費
用
を
助
成
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま

す
。
風
し
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
積
極
的

な
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
期　

間　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

○ 

対
象
者　

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

○
費　

用　

無
料

※�

抗
体
検
査
、
予
防
接
種
時
に
ク
ー
ポ
ン

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　
役
場
健
康
福
祉
課�

健
康
係

☎
35
―
７
０
３
２

平
成
30
年
度

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
住
民
基
本

台
帳
の
閲
覧
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

◎
閲
覧
状
況
の
見
方

　

◆
閲
覧
者
氏
名

　

①
閲
覧
事
由
（
利
用
目
的
の
概
要
）

　

②
閲
覧
年
月
日

　

③
閲
覧
し
た
住
民
の
範
囲

◆ 

一
般
社
団
法
人 

新
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

①�

「
国
立
病
院
機
構　

久
里
浜
医
療
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使

用
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
実
態
調
査
」

の
対
象
者
名
簿
作
成

②
平
成
30
年
11
月
16
日

③��

大
字
横
山
字
横
山
、城
下
の
住
民
（
20
件
）

◆
全
町
内
会
長

①�

町
内
会
活
動
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る

た
め

②�

平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま

で
の
毎
月
初
旬

③�
町
内
会
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
世

帯
の
転
入
・
転
出
、
世
帯
主
の
変
更
が

あ
っ
た
方

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課�

住
民
係

☎
35
―
７
０
２
５
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犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ま
は
次
の

こ
と
を
守
り
、
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う

　

 

犬
の
放
し
飼
い
は
せ
ず
、
散
歩
の

際
も
リ
ー
ド
等
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

 

フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
が
責

任
を
も
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

 

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
法
律
で
年
１

回
の
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
ま
だ
接
種
し
て
い

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病

院
で
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

犬
を
飼
う
た
め
に
必
要
な
届
出
は
お

済
み
で
す
か

　

 

生
後
90
日
を
過
ぎ
た
犬
を
飼
う
場

合
は
飼
犬
の
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
所
在
地
の
変
更
、
犬
の
譲

渡
・
死
亡
等
に
よ
り
登
録
事
項
に

変
更
が
あ
る
場
合
も
役
場
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。

○
問
合
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
課　

　

健
康
係

　

☎
35
―
７
０
３
２

令
和
元
年
度
国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
採
用
試
験
」の
ご
案
内

○
受
験
資
格

①�

平
成
31
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
校
卒
業

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令
和

２
年
３
月
ま
で
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
者

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
み
受
付
期
間

・
６
月
17
日
㈪
〜
６
月
26
日
㈬
ま
で

○
受
験
申
込
み
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
の
み

●
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

○
第
１
次
試
験
日　

９
月
１
日
㈰

○ 

問
合
せ
先　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

６
月
23
日
㈰
〜
29
日
㈯ 

男
女
共
同
参
画
週
間

男
女
共
同
参
画
「
学
」

知
る 

学
ぶ 

考
え
る 

私
の
人
生 

私
が
つ
く
る

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
の
期
間
に

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.gender.go.jp/

三
川
町
教
科
書
用
図
書
展
示
会

　
令
和
２
年
度
か
ら
小
・
中
学
生
が
使

用
す
る
教
科
書
用
図
書
の
展
示
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

○ 

期　

間　
６
月
㆓柒
日
㈭
ま
で
（
土
曜

日
、
日
曜
日
は
除
く
）

○
時　

間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
会　

場　
役
場
３
階　
大
会
議
室

○
対　

象　
保
護
者
や
地
域
の
方
々

○
展
示
内
容　
小
・
中
学
校
教
科
書

○ 

問
合
せ
先　
役
場
教
育
委
員
会
教
育

課�

学
校
教
育
係　
☎
叅⓹
―
７
０
２
２

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

広  

告

イオンモール三川 TEL 0235-68-1600  http://www.aeon.jp/sc/mikawa/

◎いろり火の里東屋設置工事
　完成期限　８月9日
　落札金額　3,024,000円
　落札業者　冨樫建設㈲

入 札 の 結 果
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Information

2019.6.15

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三
川を紹介するコーナーです。今回は、今から30年前の
平成元年6月に発行された広報です。
　この広報には、「ふるさと創生事業」について掲載さ
れていました。国から各市町村に1億円が交付され、
その使い道は「ふるさと創生」のために市町村が自由
に決めることができるという事業で、当時話題になり
ました。
　町ではその使い道を検討するにあたり、アイデアを
一般募集し、町の各団体の代表者などで構成された「ま
ちづくり100人委員会」で集約、検討しました。　
　町民の意見を反映させつつ、慎重に1億円の使い道
を決定していこうとする動きがあったことがわかりま
した。

【平成元年₅月₃₁日現在の総人口：₈，₃₇₁人】

あの頃のみかわ
今から30年前のみかわ 【平成元年（1989年）6月】

△  人口の動き 

△

（令和元年5月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,385人（減5人）　男3,600人（増3人）　女3,785人（減8人）
　増減の内訳　・転入8人・転出▲9人・出生6人・死亡▲10人
■世帯数／2,401戸（増4戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和元年₅月届出 （敬称略）謹んでご冥福をお祈り申しあげます

堀井　常美（9₀歳） 東　　沼

渡邉　彦市（91歳） 横 山 上

眞島美代喜（9₂歳） 天 神 堂

佐藤　春美（99歳） なの花荘

五十嵐みわ（9₆歳） 土　　橋

飯野　正美（9₀歳） 横 山 下

大川　正子（41歳） 横 山 中

小林　石子（9₆歳） 上　　町

石原まさ子（₇₃歳） 猪　　子

休日夜間診療のお知らせ 鶴岡市総合保健福祉センター
「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町 ⓹-叅0）場所

◆休日夜間診療所◆
☎ 23 － 5678

開　所　日 診　療　科 受付時間
下記以外の月曜日～土曜日 内科、小児科 19：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日）

内科、小児科
内科、小児科、外科
内科、小児科

9：00～11：30
13：30～16：30
1８：00～20：30

※午後（夜間含む）の小児科は、内科医による診察です。

◆休日歯科診療所◆
☎ 23 － 0372

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 歯科 9：00～12：00

13：00～15：00
※酒田地区については、町のホームページでご確認ください。

ご寄附ありがとうございました
　地域福祉活動に役立ててほし
いと、次の方から三川町社会福
祉協議会にご寄附いただきました。
大川　良弥様（横山中）
田村　　璋様（土　口）

めん蔵イオンモール三川店様

ふるさと応援寄附金ありがとうございました
5月分　3,129人
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表・紙・の・写・真
春季消防演習

　5月19日㈰に三川町春季消防演
習が町民グラウンドで行われ、消防
団員たちが小隊訓練や中隊訓練、
分列行進等を披露しました。また、
園児とポンプ車の綱引きや放水体験
も行われました。
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寄附者紹介や人口の動き、亡くなられた方々のお知らせは本紙 19 ページに掲載しています。
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